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第21回図書館総合展 電子図書館ライブラリエの新たなチャレンジ
～コンテンツ倍増計画と図書館からの最新レポート



追手門学院大学・総持寺キャンパス
アカデミックアーク

新図書館開館







書店も重要な知へのアクセスポイント
紀伊國屋書店・総持寺キャンパス店



ICTを活用した教育実践
―追手門学院の3つのチャレンジ

•(1) 1人1台のデバイスを持ち（BYOD =Bring 
Your Own Device ）、Wi-Fi環境を整備し、
ユビキタスな情報環境を提供⇒情報環境整備
•(2)国内初となる小学校から大学まで同じ電子
図書館サービスを導入し、紙と電子双方の出
版コンテンツを提供⇒図書館情報資源整備
•(3)出版コンテンツを購入・契約するだけでな
く、独自資料としての電子書籍を制作し、情
報資源の生産・流通・利用・保存という知の
還流システムを構築⇒知の還流構造整備



デバイス
―追手門学院の先駆的取り組み

•小学生：3年生以上（6年生には貸与）

Microsoft Surface Go

•中学生1年生：iPad

•高校生1年生：富士通文教モデル（S-
tab)

•大学生1年生：富士通LIFEBOOK UH
シリーズ



2019年4月
電子図書館サービスの導入

【電子図書館サービス】
•LibrariE(ライブラリエ）
㈱日本電子図書館サービス

【ディスカバリーサービス】
•EBSCO Discovery Service (EDS)
EBSCO Information Services Japan
⇒大学で実施、今後中高でも導入をめ
ざす。



OTEMON電子図書館



国内初！
学院全体で取り組む電子図書館サービス

【2019年4月 スタート時点】

•追手門学院小学校→100冊

•追手門学院茨木中学校・高等学校
→500冊

•追手門学院大手前中学校・高等学校
→500冊

•追手門学院大学→2,000冊

•大学と中高は同じサイトから3000冊を
利用。

• https://www.d-library.jp/otemon/g0101/top/

https://www.d-library.jp/otemon/g0101/top/
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知の還流構造とは
―追手門学院版電子図書館の構築

• (1)「電子図書館サービス」を導入するということは、決し
て、紙の本を電子化して読むということにとどまらず、

• (2)「商業出版物」や「非商業出版物」、「図書」と「雑
誌」といった長年私たちが慣れ親しんできた紙媒体を前提
とした出版流通システムや出版メディアそのものを変革し、

• (3)つまり、著作物をデータベース化することによって新し
い知識情報基盤を構築し、新しい発見可能性を生み出し、

• (4)児童・生徒・学生たちがそれを利用し、

• (5)新たな知見を生み出し、

• (6)その成果を電子図書館にリポジトリしていくという還流
構造を作り出していくことに、

• (7)学校が当事者としてかかわっていくことを意味している。





学生による学生のための「おススメ本」





追手門学院大学図書館 所蔵冊数
（2019年3月31日現在）

＜図書＞ 2019年3月31日現在
図書（登録図書のみ） 図書（消耗図書のみ） 図書（消耗図書含む）

安威キャンパス（学外書庫含む） 455,855 66,757 522,612
総持寺キャンパス 44,636 2,675 47,311
合計 500,491 69,432 569,923

＜雑誌タイトル数＞　2019年度契約状況
安威キャンパス 新聞 24

雑誌 347
総持寺キャンパス 新聞 5

雑誌 70
合計 446

＜総持寺・ディスカバリ＞　2019年4月1日現在　
図書　※消耗図書 17,170
雑誌タイトル数 107



追手門学院大学
学生数

１年 1,862

２年 1,811

３年 1,774

４年 1,698

合計 7,145



問いを立てる力
―クリティカルシンキングを支える図書館

•既存の体系的な知識を学び、論理的思考力を養う
だけではなく、「解」が複数ある未知の「問い」
を考え抜くことや、「問い」そのものを立てる力
をもつこと。

•プレゼンを行い、他者とディベートし、批判的に
考える力を鍛えることが重要に。

•つまり、教室で教員の講義を拝聴する授業ではな
く、学生自身がさまざまな情報資源を利用して能
動的学修を行い、新たな知見を生み出していくこ
とこそが目的に。

•図書館は学生への授業支援を「紙」と「電子」で
行う情報センターの拠点。



新しい図書館の目標
デジタル・ネットワーク社会に対応した教育実践

•今日の教育現場において重要なことは、デジタ
ル・ネットワーク社会に対応した教育実践を
行っていくこと。

•それは単に紙の本を電子にしたということでは
なく、むしろ社会全体の構造的な変化に伴い、
出版や図書館といった知識情報基盤そのものが
変容したことを理解する必要がある。

•キャンパス内の居場所そのものが図書館になっ
ている。

•「図書館の中に教室がある」「紙も電子も」

追手門学院大学 OTEMON UNIVERSITY


